
歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　

近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
「
旧
山
中
正
吉
邸
」
の
開
館
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
休
館
日
は
毎
週
月
・

火
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始
等
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と

も
ご
来
館
下
さ
い
。
入
館
料
は
大
人
三
〇
〇
円
、
中
学
生
以
下

は
一
二
〇
円
で
す
。『
近
江
日
野
の
歴
史
』
全
九
巻
は
、
ふ
る

さ
と
館
・
教
育
委
員
会
事
務
局
・
各
公
民
館
等
に
て
一
冊
四
、

〇
〇
〇
円
で
好
評
発
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

世
初
期
の
日
野
町
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
古
文
書
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
「
日
野
町
」

　

江
戸
時
代
の
日
野
町
は
、
蒲
生
氏
時

代
の
城
下
町
を
も
と
に
、
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
蒲
生
氏
郷
の
時
代
に
は
、
年ね
ん

貢ぐ

以
外
の
負
担
が
免
除
さ
れ
る
特
権

（
諸し
ょ

役や
く

免め
ん

除じ
ょ

特
権
）
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
氏
郷
が
伊
勢
に
移
っ
た
後
に
羽

柴
秀
吉
か
ら
出
さ
れ
た 「
掟
」 

で
も
、
引

き
続
き
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
九
月
十
六

日
、
徳
川
家
康
か
ら
軍
勢
に
よ
る
乱
暴

な
ど
を
禁
じ
た
朱
印
状
が
日
野
町
中
に

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ま

で
認
め
ら
れ
て
い
た
特
権
に
つ
い
て
は

触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
日
野
町
で
は
、
蒲
生
氏
城
下

町
時
代
か
ら
の
特
権
を
守
る
た
め
、
西

田
先
右
衛
門
を
惣
代
と
し
て
幕
府
に
対
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し
て
た
び
た
び
願
い
出
ま
し
た
。「
関
ケ

原
の
戦
い
の
時
に
徳
川
家
康
に
鉄
砲
を

献
上
し
た
た
め
朱
印
状
を
頂

ち
ょ
う

戴だ
い

し
た
」

と
い
う
由
緒
を
主
張
し
、つ
い
に
諸
役
免

除
の
特
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

御
朱
印
祭

　

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
幕
府
は
さ
ま

ざ
ま
な
役
を
負
担
さ
せ
る
た
め
、
朱
印

状
の
内
容
を
確
認
し
よ
う
と
、
日
野
町

に
対
し
て
書
き
写
し
の
提
出
を
求
め
ま

す
。
し
か
し
、
町
は
神
と
し
て
祀ま
つ

っ
て

い
る
の
で
、
書
き
写
す
こ
と
も
見
せ
る

こ
と
も
で
き
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
日
野
町
で
は
毎
年
四
月
十

六
・
十
七
日
に
御
朱
印
祭
と
い
う
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
馬
見
岡
綿
向

神
社
の
神
前
で
御
神
湯
を
献
じ
、
各
家

で
は
献
灯
し
た
り
幟
の
ぼ
り
を
立
て
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
日
野
町
か
ら
西

田
家
に
神
酒
料
が
出
さ
れ
て
い
て
、
御

朱
印
祭
に
西
田
家
が
深
く
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
西
田
先
兵
衛
家
文
書
の
詳
し

い
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
新

た
な
発
見
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

タイトルの温故知新の文字は、速水建夫さん（深山口）が竹で作られた作品です。

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
建
物
の
公
開
・

展
示
の
ほ
か
に
、
古
文
書
を
は
じ
め
と

す
る
史
料
の
収
集
・
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た

西に
し

田だ

先ま
ず

兵べ

衛え

家
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

西
田
先
兵
衛
家

　

西
田
先
兵
衛
家
は
、
江
戸
時
代
に
日

野
町
惣
代
で
あ
っ
た
西
田
先ま
ず

右え
衛
門も
ん

の

流
れ
を
く
む
家
で
す
。
西
田
先
右
衛
門

は
蒲
生
家
の
家
臣
で
し
た
が
、
天
正
十

二
（
一
五
八
四
）
年
、
氏
郷
が
伊
勢
松
个

嶋
に
移
っ
た
あ
と
も
日
野
に
残
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
蒲
生
家
と
つ
な
が
り
が

あ
り
、
元げ
ん

和な

か
ら
寛か
ん

永え
い

年
間
に
は
蒲
生

家
の
鉄
砲
調
達
を
請
負
う
な
ど
、
様
々

な
用
を
つ
と
め
た
人
物
で
す
。

　

西
田
先
兵
衛
家
文
書
に
は
蒲
生
家
の

家
臣
か
ら
出
さ
れ
た
文
書
の
ほ
か
、
氏

郷
が
日
野
を
去
っ
た
直
後
に
出
さ
れ
た

羽
柴
秀
吉
の
掟
や
、
慶け
い

長ち
ょ
う

五
（
一
六
〇

〇
）
年
の
徳
川
家
康
朱
印
状
な
ど
、
近

▲日野町中にあてて出された徳川家康朱印状

▲「権現様」と書かれた朱印状の箱
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